
「水戸室内管弦楽団 第113回定期演奏会」 開催のお知らせ

報道関係各位
2024年2月20日

　半世紀以上にわたって世界を魅了し続けているピアニスト、マルタ・アルゲリッチが今年も水戸室内

管弦楽団（MCO)に帰ってきます。指揮を務めるのは、MCOのメンバーであり、近年は指揮者としての活躍

も目覚ましいラデク・バボラークです。

　プログラムの前半では、今年生誕200年を迎えるドイツ後期ロマン派の巨匠、ブルックナーの交響曲

第1番にMCOが初めて挑みます。後半は、20世紀ピアノ協奏曲の傑作であり、「アルゲリッチの十八番」

とされるプロコフィエフのピアノ協奏曲第3番をお届けします。5回の共演を通じて確固たる絆を育んで

きた、アルゲリッチとMCOの名手たちによるステージに、どうぞご期待ください。

　つきましては、貴媒体でご紹介くださいますようお願い申し上げます。

水戸芸術館 音楽部門

   【お問合せ】ご掲載について：水戸芸術館広報係 （担当：井坂、川﨑）Tel.029-227-8111
　　　　　　　　　　　　　　 E-mail．kouhou@arttowermito.or.jp
　　　　　　  企画について： 水戸芸術館音楽部門 （担当：高巣）Tel.029-227-8118　
                           〒310-0063 茨城県水戸市五軒町 1-6-8 https://www.arttowermito.or.jp/

水戸室内管弦楽団 第113回定期演奏会

【料金】全席指定／S席18,000円
　　　　　　　　　A席15,000円
　　　　　　　　　B席12,000円

2024年5月25日(土) 19:00 開演
              5月26日(日) 15:00 開演

【チケット発売】一般発売   2024年2月24日(土) 9:30～
   ※会員先行予約があるため、2月24日の時点で公演日や券種によってはお客様のご希望に添えない場合があります。

【チケット取り扱い】 水戸芸術館（9:30 ～ 18:00 ／月曜休館）
　　　　　　　　　　 [ 電話 ] チケット予約センター Tel.029-231-8000
　　　　　　　　　　 [ WEB ] https://www.arttowermito.or.jp/ticket/
　　　　　　　　　 　[ 窓口 ] エントランスホール内チケットカウンター 

【会場】水戸芸術館
　　　    コンサートホールATM

主催：公益財団法人水戸市芸術振興財団

～ 世界的ピアニスト、マルタ・アルゲリッチが今年も帰ってくる ～

【指揮】ラデク・バボラーク

【曲目】ブルックナー：交響曲 第1番 ハ短調 WAB.101（リンツ稿）
　　　　プロコフィエフ：ピアノ協奏曲 第3番 ハ長調 作品26

ラデク・バボラーク　　　　　　    マルタ・アルゲリッチ
©Tereza Z Davle                                     ©Rikimaru Hotta 

水戸室内管弦楽団・別府アルゲリッチ音楽祭共同制作

【ピアノ】マルタ・アルゲリッチ
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プロフィール
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1976 年チェコのパルドヴィツェ生まれ｡ミュンヘン国際コンクールで優勝､「美し

く柔らかな音色」､「完璧な演奏」､「ホルンの神童」と評されるなど､世界の注目を

集めた｡以来､欧米アジア各地で活発な演奏活動を展開｡これまでチェコ･フィル､

ミュンヘン･フィル､バンベルク響､ベルリン･フィルのソロ･ホルン奏者を歴任。

小澤征爾､バレンボイム､ラトル､レヴァインなどトップクラスの指揮者の信頼も

厚く､ベルリン･フィルはもちろん､ウィーン･フィル､バイエルン放送響､ミュン

ヘン･フィル､ケルンWDR 響､チェコ･フィル､ロイヤル･フィル､スイス･ロマンド

管､サンクトペテルブルク･フィル､ザルツブルク･モーツァルテウム管等と共演｡

また近年は指揮者としての活躍も目覚ましく､自ら創設したチェコ･シンフォニ

エッタとともにチェコ国内各地の音楽祭から招かれて､ハイドン､モーツァルトの

CDもリリース｡その他､ベルリンはじめヨーロッパ各地のオーケストラ､日本でも

水戸室内管弦楽団､サイトウ･キネン･オーケストラ､新日本フィル､名古屋フィル､

札幌交響楽団等に客演｡現在､西ボヘミア交響楽団首席指揮者､山形交響楽団ミュー

ジック･パートナーを務めている。

1957 年ブゾーニ､ジュネーブの両国際ピアノコンクール優勝､65 年ショパン国際

コンクール優勝｡96 年から自らの名前を冠した初めての音楽祭「別府アルゲリッチ

音楽祭」総監督を務めアジアをはじめ世界の音楽家との共演を行なっている他、

若手演奏家の育成にも力を注ぎ､マスタークラスで指導にあたる等革新的な音楽

創造の試みは日本から世界に､ブエノスアイレス､ルガーノ､ハンブルクへ広まり､

世界の音楽界に多大な影響を与え続けている｡CD はグラミー賞や数多くの賞を

受賞｡2005 年､長年に亘るアルゲリッチ音楽祭への功績により旭日小綬章受章､

16 年には初来日から 46 年間の音楽活動及び当財団の活動でもある音楽文化の

発展､友好親善に寄与した功績により旭日中綬章を受章｡同年 12 月､ケネディ･セン

ター名誉賞受賞、18 年 10 月イタリア共和国功労勲賞「コメンダトーレ」受章、

23年､フランス国家最高勲章であるレジオン･ドヌール勲章のコマンドゥール受章｡

24 年 1 月､（公財 ) 大林財団より､芸術を核とした社会貢献､別府から世界への芸術

文化の発信ならびに地域振興に寄与した功績が､都市のあり方や将来像に画期的

な指標を与えたと高く評価され「第13回大林賞」が贈られた｡（公財）アルゲリッチ

芸術振興財団総裁。

ラデク・バボラーク（指揮）

マルタ・アルゲリッチ（ピアノ）
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